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(57)【要約】
【課題】対象物に対して超音波プローブを可視化するた
めのシステムおよび方法を提供すること。
【解決手段】システム（２０）は、超音波データを得る
ように構成された超音波プローブ（２６）を含む。シス
テム（２０）は、超音波データに基づく超音波画像（１
６４）および超音波画像（１６４）と組み合わせた超音
波プローブ（２６）の図的表現（１６２）を表示するよ
うに構成された表示器（３８）をさらに含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
超音波データを得るように構成された超音波プローブ（２６）と、
　前記超音波データに基づく超音波画像（１６４）および前記超音波画像と組み合わせた
前記超音波プローブの図的表現（１６２）を表示するように構成された表示器（３８）と
を含む超音波システム（２０）。
【請求項２】
前記超音波プローブ（２６）が非対称に形づくられた容器を備える請求項１記載の超音波
システム（２０）。
【請求項３】
前記超音波プローブの前記図的表現（１６２）が、前記超音波画像（１６４）に対する前
記超音波プローブ（２６）の配向および位置のうち１つを示す超音波プローブの画像を含
む請求項１記載の超音波システム（２０）。
【請求項４】
前記表示器（３８）が、前記超音波プローブ（２６）の移動に基づいて、前記超音波プロ
ーブの前記図的表現（１６２）の配向および位置のうち１つを更新するように構成される
請求項１記載の超音波システム（２０）。
【請求項５】
前記超音波画像が３次元結像されたボリュームを含み、前記超音波プローブの前記図的表
現（１６２）の前記表示器が選択可能である請求項１記載の超音波システム（２０）。
【請求項６】
前記表示器（３８）が、前記超音波プローブの前記図的表現（１６２）と前記超音波画像
（１６４）の間に皮膚ライン（１６８）を表示するように構成される請求項１記載の超音
波システム（２０）。
【請求項７】
前記表示器（３８）が、前記超音波プローブ（２６）向けに移動方向および回転のうち少
なくとも１つを示す少なくとも１つのインジケータ（１７２）を表示するように構成され
る請求項１記載の超音波システム（２０）。
【請求項８】
侵襲性デバイス（１７０）をさらに備え、前記表示器（３８）が、前記超音波画像（１６
４）と組み合わせて前記侵襲性デバイスを表示するように構成される請求項１記載の超音
波システム（２０）。
【請求項９】
侵襲性デバイス（１７０）をさらに備え、前記表示器（３８）が、前記侵襲性デバイスの
外挿された表現を表示するように構成される請求項１記載の超音波システム（２０）。
【請求項１０】
前記超音波プローブの前記図的表現（１６２）が、コンピュータグラフィックで発生され
た描画を含む請求項１記載の超音波システム（２０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の様々な実施形態は、一般に画像診断システムに関し、より詳細には、対象物の
内側と外側の３次元（３Ｄ）構造の関係の可視化をもたらすシステムおよび方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　特に初心者ユーザにとって、所望の像または必要とされる像を得るために超音波プロー
ブを適切に配向するのは困難なことがある。例えば、新人の超音波ユーザは、超音波の配
向手法に当惑することがある。具体的には、超音波プローブおよび結像されている対象物
に対して、どの方向が左右を表しどの方向が前後を表すか、ユーザは、完全には理解しな
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いか、または容易に識別することができない恐れがある。さらに、経験を積んだ超音波プ
ローブユーザでさえ、像が移動していると思われる方向に対してプローブが移動している
と思われる方向を誤解する恐れがある。
【０００３】
　内部の３Ｄ構造と外部の３Ｄ構造（例えば患者の内部と外部）の関係の理解が問題にな
ることがある。従来の超音波画像診断システムでは、超音波画像上での配向の指示は、表
示された画像の左側または右側にたった１ドットあるだけである。表示された画像上のド
ットは、ユーザが保持している超音波プローブ上の１ドットに相当する。さらに、既知の
超音波プローブは、やや対称な形状を有し、このことによって、片側に非常に小さなドッ
トしかないことは別にしても、プローブの前部または後部の相対位置を求めるのが困難に
なることがある。針注射または他の侵襲法を含む処置では、無菌状態が必要なために、ユ
ーザは、通常、使い捨てのプラスチックカバーでプローブを覆わなければならず、ドット
が見えなくなる。したがって、ユーザは、例えば適切な配向で画像を得るために、プロー
ブの前部と後部を区別するように、プローブの配向を求めるのにやや高度な専門知識に頼
らなければならないことがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第６，７３３，４５８号公報
【特許文献２】米国特許第６，１９３，６５７号公報
【特許文献３】カナダ特許第２２７３８７４号公報
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Ｎｏｂｕｙｕｋｉ　Ｔａｎｉｇｕｃｈｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ａｕｔｏｍａ
ｔｉｃ　ｖｉｒｔｕａｌ　ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒ　ｌｏｃａｔｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ　ｔ
ｏ　ａｓｓｉｓｔ　ｉｎ　ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｉｎｇ　ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄ　ｉｍａｇ
ｉｎｇ，Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃｓ，１３４６－
４５２３（Ｐｒｉｎｔ）１６１３－２２５４（Ｏｎｌｉｎｅ），Ｖｏｌｕｍｅ　３０，Ｎ
ｕｍｂｅｒ　４／Ｄｅｃｅｍｂｅｒ，２００３，ｐｇｓ．２１１－２１６，ａｂｓｔｒａ
ｃｔ　ｄｏｗｎｌｏａｄｅｄ　ｆｒｏｍ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｐｒｉｎｇｅｒｌｉ
ｎｋ．ｃｏｍ／ｃｏｎｔｅｎｔ／ｄ５８７４ｊｕｎ７ｖ３２７６ｒ３／？ｐｒｉｎｔ＝ｔ
ｒｕｅ，５／２７／２００８
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態によれば、超音波データを得るように構成された超音波プローブを
含む超音波システムが提供される。この超音波システムは、超音波データに基づく超音波
画像および超音波画像と組み合わせた超音波プローブの図的表現を表示するように構成さ
れた表示器をさらに含む。
【０００７】
　本発明の別の実施形態によれば、３次元ボリュームのリアルタイム超音波画像およびリ
アルタイム超音波画像を発生するために超音波データを得る超音波プローブの図的表現を
含む超音波表示器が提供される。図的表現は、３次元ボリュームに対する超音波プローブ
の位置および配向のうち１つを示す。
【０００８】
　本発明の別の実施形態によれば、超音波画像を表示する方法が提供される。この方法は
、表示器上に超音波画像を表示するステップと、超音波画像を得る超音波プローブの図的
表現をこの超音波画像と組み合わせて表示器上に表示するステップとを含む。図的表現は
、超音波画像に対応する対象物に対して、超音波プローブの位置および配向のうち少なく
とも１つを特定する。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態によって形成された超音波システムのブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態によって形成された図１の超音波プロセッサモジュールのブ
ロック図である。
【図３】本発明の一実施形態によって構築された超音波プローブの正面図である。
【図４】本発明の別の実施形態によって構築された超音波プローブの正面図である。
【図５】本発明の別の実施形態によって構築された超音波プローブの正面図である。
【図６】本発明の別の実施形態によって構築された超音波プローブの正面図である。
【図７】本発明の別の実施形態によって構築された超音波プローブの正面図である。
【図８】本発明の別の実施形態によって構築された超音波プローブの上面図である。
【図９】図８の超音波プローブの側面図である。
【図１０】図８の超音波プローブの斜視図である。
【図１１】図８の超音波プローブの前面図である。
【図１２】本発明の一実施形態によって超音波画像と組み合わせて表示された超音波プロ
ーブの図的表現を示すスクリーンショットである。
【図１３】本発明の別の実施形態によって超音波画像と組み合わせて表示された超音波プ
ローブの図的表現を示すスクリーンショットである。
【図１４】本発明の別の実施形態によって超音波画像と組み合わせて表示された超音波プ
ローブの図的表現を示すスクリーンショットである。
【図１５】本発明の別の実施形態によって超音波画像と組み合わせて表示された超音波プ
ローブの図的表現を示すスクリーンショットである。
【図１６】本発明の一実施形態によって、結像された対象物に対して超音波プローブの配
向および位置を図示するように超音波プローブの表現を表示する方法の流れ図である。
【図１７】本発明の様々な実施形態によって、超音波プローブの図的表現を表示するよう
に構成され得る小型超音波画像診断システムを示す図である。
【図１８】本発明の様々な実施形態によって、超音波プローブの図的表現を表示するよう
に構成され得る持ち運び型またはポケットサイズの超音波画像診断システムを示す図であ
る。
【図１９】本発明の様々な実施形態によって、超音波プローブの図的表現を表示するよう
に構成され得る、可動ベース上に設けられたコンソールベースの超音波画像診断システム
を示す図である。
【図２０】コンピュータ読取可能媒体上に、本発明の実施形態が、保存され、分配され、
かつインストールされ得る例示的やり方のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の特定の実施形態の上記概要ならびに以下の詳細な説明は、添付図面と共に読ま
れると一層よく理解されるであろう。図が様々な実施形態の機能ブロックの図を示す限り
では、機能ブロックは必ずしもハードウェア回路間の分割を示すものではない。したがっ
て、例えば１つまたは複数の機能ブロック（例えばプロセッサまたはメモリ）が、ハード
単体（例えば汎用信号プロセッサまたはランダムアクセスメモリ、ハードディスクなど）
で実施されてよい。同様に、プログラムは、スタンドアローンのプログラム、サブルーチ
ンとしてオペレーティングシステムに組み込まれたもの、インストールされたソフトウェ
アパッケージ中の関数などでよい。様々な実施形態が、図に示された機構および手段に限
定されないことを理解されたい。
【００１１】
　本明細書に用いられる、単数形で、「ある」または「１つの」という語が先行して列挙
される要素またはステップは、前記要素またはステップのそのような複数形を除外するこ
とが明記されなければ、除外されないことを理解されたい。その上、本発明の「一実施形
態」への言及は、これも列挙された特徴を内蔵するさらなる実施形態の存在を排除するよ
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うに解釈されることを意図するものではない。さらに、それと反対に、明記されなかった
場合は、特定の特性を有する１つまたは複数の要素を「備える」または「有する」実施形
態は、その特性を有しない追加要素を含んでよい。
【００１２】
　超音波システムに関して様々な実施形態が説明され得るが、本明細書に説明された方法
およびシステムは、超音波画像診断に限定されないことに留意されたい。具体的には、例
えば、磁気共鳴映像法（ＭＲＩ）およびコンピュータ断層撮影（ＣＴ）画像を含む様々な
タイプの医用画像に関して様々な実施形態が実施され得る。さらに、他の非医学的画像シ
ステム（例えば空港のスクリーニングシステムなどの非破壊検査システム）で、様々な実
施形態が実施され得る。
【００１３】
　結像された対象物に対して超音波プローブを視覚化するための超音波システムおよび方
法の例示的実施形態が、以下で詳細に説明される。具体的には、先ず例示的超音波システ
ムの詳細な説明が与えられ、続いて、表示された画像、とりわけ生またはリアルタイムの
３次元（３Ｄ）もしくは４次元（４Ｄ）の表示された画像と組み合わせて超音波プローブ
の表現を表示する方法およびシステムの様々な実施形態の詳細な説明が与えられる。
【００１４】
　本明細書に説明されたシステムおよび方法の様々な実施形態の技術的な効果は、結像さ
れた対象物に対する超音波プローブの配向または位置のうち少なくとも１つの特定を容易
にするために、表示されている結像された対象物に対して超音波プローブの表現を表示す
ることを含む。結像された対象物の表示を改善するために、プローブを移動させるための
方向の指示も提供されてよい。
【００１５】
　図１は例示的超音波システム２０のブロック図であり、以下でより詳細に説明されるよ
うに、本発明の様々な実施形態は超音波プローブの表現を表示することができる。超音波
システム２０は、変換器２６内の要素（例えば圧電性結晶）の配列２４を駆動する送信器
２２を含み、人体またはボリュームの中へパルス状の超音波信号を発する。様々な形状が
用いられてよく、また、以下でより詳細に説明されるように、変換器２６は、例えば様々
なタイプの超音波プローブの一部として設けられてよい。超音波信号は、例えば血球、筋
組織、静脈または人体中の対象物（例えばカテーテルまたは針）である人体中の構造体か
ら後方散乱されて要素２４に戻るエコーを生成する。エコーは受信器２８によって受け取
られる。受け取られたエコーは、ビーム形成を行ってＲＦ信号を出力するビームフォーマ
３０に供給される。次いで、ＲＦ信号は、ＲＦ信号を処理するＲＦプロセッサ３２に供給
される。あるいは、ＲＦプロセッサ３２は、ＲＦ信号を復調してエコー信号を表すＩＱデ
ータ対を形成する複合復調器（図示せず）を含んでよい。次いで、ＲＦ信号またはＩＱ信
号のデータは、保存（例えば一時的記憶）のためにメモリ３４に直接供給されてよい。
【００１６】
　超音波システム２０は、取得した超音波情報（例えばＲＦ信号データまたはＩＱデータ
対）を処理して表示器３８上に表示するために超音波情報のフレームを用意するように、
プロセッサモジュール３６も含む。プロセッサモジュール３６は、取得された超音波情報
上の複数の選択可能な超音波の特徴的属性に従って１つまたは複数の処理動作を行うよう
に適合される。取得された超音波情報は、エコー信号が受信されるとき、スキャン期間中
にリアルタイムで処理されてよい。それに加えて、またはその代わりに、超音波情報は、
スキャン期間中にメモリ３４に一時的に保存され、生でリアルタイム処理する程でなく、
すなわちオフライン動作で処理されてよい。直ちに表示する予定のない取得された超音波
情報の処理されたフレームを保存するために、画像メモリ４０が含まれる。画像メモリ４
０は、任意の既知のデータ記憶媒体（例えば永久記憶媒体、リムーバブル記憶媒体など）
も備えてよい。
【００１７】
　プロセッサモジュール３６は、以下でより詳細に説明されるようにプロセッサモジュー
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ル３６の動作を制御し、かつオペレータからの入力を受け取るように構成されたユーザイ
ンターフェイス４２に接続される。表示器３８は、ユーザに対して、観察、診断および分
析のための超音波診断画像を含む患者の情報を表示する１つまたは複数のモニタを含む。
表示器３８は、例えば、メモリ３４または４０に保存されているかあるいは現在得られて
いる３Ｄまたは４Ｄの超音波データの組を自動的に表示してよく、このデータの組も、プ
ローブの表現（例えば超音波データを得るプローブの図的画像表現）と共に表示される。
メモリ３４およびメモリ４０の一方または両方が超音波データの３Ｄデータの組を保存し
てよく、そのような３Ｄデータの組は２Ｄおよび３Ｄの画像を表示するためにアクセスさ
れる。例えば、３Ｄ超音波データの組は、対応するメモリ３４または４０ならびに１つま
たは複数の基準面へマッピングされてよい。データの組を含むデータの処理は、ユーザ入
力（例えばユーザインターフェイス４２で受け取ったユーザ選択）に部分的に基づく。
【００１８】
　作動中、システム２０は、様々な技法（例えば３Ｄ走査、リアルタイムの３Ｄ結像、ボ
リューム走査、位置決めセンサを有する変換器を用いた２Ｄ走査、ボクセル相関技法を用
いたフリーハンド走査、２Ｄまたはマトリクスアレイの変換器を用いた走査など）によっ
てデータ（例えば立体データの組）を得る。データは、変換器２６を、所見領域（ＲＯＩ
）を走査する間、直線またはアーチ形の経路に沿うなどして移動させることにより得られ
てよい。それぞれの直線またはアーチ形の位置で、変換器２６は、メモリ３４に保存され
る走査面を得る。変換器２６は、超音波プローブ内で機械的に移動可能でもよい。
【００１９】
　図２は、図１の超音波プロセッサモジュール３６の例示的ブロック図である。超音波プ
ロセッサモジュール３６は、サブモジュールの集合として概念的に示されているが、専用
ハードウェアボード、ＤＳＰ、プロセッサなどの任意の組合せを利用して実施されてよい
。あるいは、図２のサブモジュールは、単一プロセッサまたは複数のプロセッサを有する
既製のＰＣを利用して実施されてよく、複数プロセッサの場合は、プロセッサ間で機能操
作が分配される。さらなる選択肢として、図２のサブモジュールは、専用ハードウェアを
利用して特定のモジュール関数を実行する一方で既製のＰＣなどを利用して残りのモジュ
ール関数を実行するハイブリッド構成を利用して実施されてよい。サブモジュールは、処
理ユニット内でソフトウェアモジュールとして実施されてもよい。
【００２０】
　図２に示されたサブモジュールの動作は、ローカルの超音波コントローラ５０またはプ
ロセッサモジュール３６によって制御されてよい。サブモジュール５２～６２は中央プロ
セッサの操作を実行する。超音波プロセッサモジュール３６は、いくつかある形式のうち
の１つで超音波データ７０を受け取ってよい。図２の実施形態では、受け取られた超音波
データ７０は、各データサンプルに関連した実数成分および虚数成分を表すＩＱデータ対
を構成する。ＩＱデータ対は、１つまたは複数のサブモジュール（例えばカラーフローサ
ブモジュール５２、パワードップラーサブモジュール５４、Ｂモードサブモジュール５６
、スペクトルドップラーサブモジュール５８、Ｍモードサブモジュール６０）に供給され
る。とりわけティッシュドップラー（ＴＤＥ）サブモジュール６２など、他のサブモジュ
ールが含まれてよい。
【００２１】
　サブモジュール５２～６２のそれぞれは、カラーフローデータ７２、パワードップラー
データ７４、Ｂモードデータ７６、スペクトルドップラーデータ７８、Ｍモードデータ８
０、およびとりわけティッシュドップラーデータ８２を発生するのに対応するやり方でＩ
Ｑデータ対を処理するように構成され、これらのデータは、すべて後続の処理の前にメモ
リ９０（または図１に示されたメモリ３４または画像メモリ４０）へ一時的に保存されて
よい。データ７２～８２は、例えばベクトルデータ値の組として保存されてよく、各組は
個々の超音波画像フレームを定義する。ベクトルデータ値は、一般に極座標系に基づいて
体系づけられる。
【００２２】
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　走査変換器サブモジュール９２は、メモリ９０にアクセスし、メモリ９０から画像フレ
ームに関連したベクトルデータ値を取得し、かつベクトルデータ値の組を直交座標に変換
して、表示器向けにフォーマットされた超音波画像フレーム９３を発生する。走査変換器
サブモジュール９２によって発生された超音波画像フレーム９３は、後続の処理のために
メモリ９０へ戻して供給されてよく、あるいはメモリ３４または画像メモリ４０に供給さ
れてよい。
【００２３】
　一旦走査変換器サブモジュール９２がデータに関連した超音波画像フレーム９３を発生
すると、この画像フレームは、メモリ９０に再保存されるか、またはバス９６によってデ
ータベース（図示せず）、メモリ３４、画像メモリ４０、および／または他のプロセッサ
（図示せず）に伝達されてよい。
【００２４】
　一例として、表示器３８（図１に示される）上で、侵襲法に関する様々な超音波画像を
リアルタイムで観察することが望まれることがある。そうするために、走査変換器サブモ
ジュール９２は、メモリ９０に保存された画像向けに、現在得られているデータの組を得
る。ベクトルデータは、映像表示のために必要に応じて補間されかつＸＹフォーマットに
変換されて、超音波画像フレームを生成する。走査変換された超音波画像フレームは、表
示コントローラ（図示せず）に供給されるが、表示コントローラは、映像表示のために映
像をグレースケールマッピングに対応付ける映像プロセッサを含んでよい。グレースケー
ルマップは、未加工の画像データの表示されたグレーレベルへの伝達関数を表してよい。
一旦映像データがグレースケール値にマッピングされると、表示コントローラは、表示器
３８（１つまたは複数のモニタまたは表示器のウィンドウを含んでよい）を制御して画像
フレームを表示する。表示器３８に表示される画像は、各データが表示器中のそれぞれの
画素の輝度または明るさを示すデータの画像フレームから生成される。
【００２５】
　再び図２を参照すると、様々なタイプの超音波情報から発生されたフレームの１つまた
は複数を組み合わせるのに、２Ｄの映像プロセッササブモジュール９４が用いられてよい
。例えば、２Ｄの映像プロセッササブモジュール９４は、映像表示のために、あるタイプ
のデータをグレーマップへマッピングし、かつ他方のタイプのデータをカラーマップへマ
ッピングすることにより画像フレームを組み合わせてよい。最終的な表示された画像では
、カラー画素データがグレースケール画素データ上に重ねられて１つのマルチモード画像
フレーム９８を形成し、メモリ９０に再び保存されるか、またはバス９６によって伝達さ
れる。画像の連続したフレームは、メモリ９０またはメモリ４０（図１に示される）にシ
ネループ（４Ｄ画像）として保存されてよい。シネループは、ユーザにリアルタイムで表
示される画像データを捕捉するための、先入れ先出しの循環的画像バッファを表す。ユー
ザは、ユーザインターフェイス４２で静止命令を入力することにより、シネループを静止
させることができる。ユーザインターフェイス４２は、例えば、キーボードおよびマウス
ならびに超音波システム２０（図１に示される）へ情報を入力することに関連した他のす
べての入力制御を含んでよい。
【００２６】
　３Ｄプロセッササブモジュール１００もユーザインターフェイス４２によって制御され
、メモリ９０にアクセスして空間的に連続したグループの超音波画像フレームを取得し、
かつ既知のボリュームレンダリングアルゴリズムまたは表面レンダリングアルゴリズムに
よるなどして、その３次元画像表現を発生する。３次元画像は、光線成形、最大輝度画素
投影などの様々な結像技術を利用して発生されてよい。
【００２７】
　プローブ可視化サブモジュール１０２もユーザインターフェイス４２によって制御され
、メモリ９０にアクセスして、保存されている超音波画像フレームのグループまたは現在
得られている超音波画像フレームの組を取得し、その３次元画像表現を、その画像に対し
て位置決めされかつ配向されたプローブの表現（例えば図的画像）と共に発生する。３次
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元画像は、光線成形、最大輝度画素投影などの様々な結像技術を利用して発生されてよい
。画像は、既知のボリュームレンダリングアルゴリズムまたは表面レンダリングアルゴリ
ズムを用いて表示されてよい。プローブの表現は、プローブの保存された図的画像または
描画（例えばコンピュータグラフィックで発生された描画）を用いて発生され得る。
【００２８】
　本発明の様々な実施形態は、対象物の表示された画像（例えば対象物の生またはリアル
タイムの画像）と組み合わせて超音波プローブの表現を表示する。超音波プローブは、一
般に、例えば前部から後部へ、あるいは別々の側で非対称に形づくられ、超音波プローブ
の相対的な配向および位置の表示が容易になる。例えば、図３から図７に示されるように
、超音波プローブは握りまたは非対称の形状の容器を有してよい。超音波プローブの様々
な異なった非対称形状が図示されているが、これらの様々な実施形態は示された形状に限
定されず、また、非対称に形づくられた任意の超音波プローブが用いられてよいことに留
意されたい。あるいは、識別マーク（例えば溝、窪み、マーカなど）を有する対称に形づ
くられた超音波プローブが用いられてよい。
【００２９】
　より詳細には、例えば図３に示されるように、超音波プローブ１１０は、握り１１４の
、アーチ形または凹形の形状を有して湾曲する部分１１２および全体的に平面状の別の部
分１１６を含んでよい。別の実施例として、図４に示されるように、超音波プローブ１２
０は、超音波プローブ１２０のある領域１２４（例えば超音波プローブ１２０の握り１２
８の後部または上部の１２６）に、窪んだ部分１２２を含んでよい。窪んだ部分１２２は
、例えばユーザの指（例えば親指）を受けるように構成されてよい。図５に示された別の
実施例として、超音波プローブ１３０は、超音波プローブ１３０の別々の部分１３６およ
び１３８にそれぞれ沿って例えば縦方向に延びる不均一な部分１３２および全体的に平面
状の部分１３４を含んでよい。不均一な部分１３２は、全体的に、ユーザの指を受けるよ
うに形づくられてよい。図６に示された別の実施例として、超音波プローブ１４０は、反
対に湾曲した部分（例えば超音波プローブ１４０の握り１４６の別々の領域に沿って例え
ば縦方向に延びる凹部１４２および凸部１４４）を含んでよい。図７に示された別の実施
例として、超音波プローブ１５０は、握り１５６の前端１５２から後端１５４へ先細りに
なってよい。
【００３０】
　図３から図７に示された超音波プローブの形状およびサイズは、変化されるかまたは変
更されてよいことに留意されたい。例えば、非対称の部分は、プローブ容器または握りの
前後、プローブ容器または握りの別々の側、プローブ容器または握りの別々の領域、ある
いはそれらの組合せに対して非対称でよい。様々な実施形態が任意のタイプの超音波プロ
ーブに関連して用いられてよいように企図されており、超音波プローブの表現が表示され
たとき超音波プローブの配向または位置を識別することができる。別の実施例として、非
対称性をもたらすために、押しボタンまたは他の制御要素がプローブの一方の側に配置さ
れてよい。例えば、図８から図１１に示されるように、超音波プローブ１５７は、例えば
その最上面に押しボタン１５９を含む。また、別の押しボタン１６１が超音波プローブ１
５７の側面に含まれてよい。また、取手または他の隆起した構成要素が側面に設けられて
よい。
【００３１】
　より詳細には、図１２から図１５に示されるように、本発明の様々な実施形態は、表示
された超音波画像と同一画面上に超音波プローブの表現を表示し、超音波プローブの画像
は、表示された超音波画像の比較的近くに表示されてよい。例えば、画面１６０（例えば
図１の超音波システム２０の表示器３８）を説明している図１２および図１３に示される
ように、超音波プローブ（例えば図３から図１１の超音波プローブ）の図的表現１６２は
、超音波画像１６４と組み合わせて、例えば超音波画像に近接するかまたは隣接して表示
される。より詳細には、図的表現１６２は、画面１６０上に表示されている超音波画像１
６４を得るために現在用いられている超音波プローブの画像でよい。図的表現１６２は、
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超音波プローブの容器の形状を全体的に示し、走査されて超音波画像１６４として表示さ
れている対象物に対する超音波プローブの現在の配向および／または位置を求めることが
可能になる。図的表現１６２は、図１２および図１３の画面１６０中の２Ｄ画像であるが
、画像は図１４および図１５に示されるように３Ｄでもよい。図的表現１６２は、１つま
たは複数の寸法において縮小され得て（例えば縦方向により小さくなり）、画面１６０上
に占める面積がより小さくなることに留意されたい。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、超音波画像１６４は、超音波プローブ（図的表現１６２によ
って画面上に表される）によって得られる、例えば新生児の超音波画像または静脈などの
ルーメン１６６の画像であり、生またはリアルタイムの３Ｄ画像（例えば、得られたボリ
ュームの動的３Ｄレンダリング）である。患者を結像するとき、結像されている患者の皮
膚を表しかつ識別する皮膚ライン１６８も表示される。皮膚ライン１６８は、プローブと
結像された対象物の間の境界を全体的に画定する。
【００３３】
　侵襲法が実行されている場合、患者に挿入されている対象物も表示される。具体的には
、皮膚ライン１６８の下で患者の内部にある侵襲性対象物１７０（例えば針またはカテー
テル）の一部分のリアルタイム画像または実画像が、結像された対象物（侵襲性対象物１
７０が挿入されることになっているルーメン１６６を含み得る）と共に表示される。皮膚
ライン１６８の上で患者の外部にある侵襲性対象物１７０の別の部分の表現は、以下でよ
り詳細に説明されるように、例えば対象物の形状の外挿法を用いることにより表示される
。皮膚ライン１６８の上と下で一緒に表示された侵襲性対象物１７０の部分は、侵襲性対
象物１７０のすべてまたは大部分を表し得る。
【００３４】
　それに加えて、または適宜、画面１６０上に１つまたは複数のインジケータ１７２が表
示されてよい。インジケータ１７２は、例えば、超音波プローブを移動させるために、超
音波プローブを異なって位置決めするか配向するように方向または回転を示す矢印でよい
。しかし、プローブ（例えば図３から図１１の超音波プローブ）を移動するかまたは配向
するやり方に関して、ユーザに別のフィードバック（例えば音声コマンドまたは表示され
たテキストのメッセージ）が提供されてよい。その移動は、結像された対象物をよりよく
視覚化するために、プローブの、例えば改善されたかまたは最適である位置付けまたは配
向を特定してよい。例えば、ルーメン１６６を結像する場合、超音波プローブがルーメン
１６６の上に位置決めされたとき最善の画像を得ることができる。示された実施例では、
インジケータ１７２は、超音波プローブが、患者に対して右方向へ移動され、かつ時計回
りに回転されるべきであることを示す。ユーザが超音波プローブを移動させるとき、図的
表現１６２は更新されて変化し、超音波画像１６４として表示されている結像された対象
物に対する超音波プローブの新規の位置を示す。超音波プローブの容器が非対称形状であ
るため、結像された対象物に対する超音波プローブの位置付けおよび配向（ならびにそれ
らの変化）を識別することができる。さらに、超音波プローブが移動するのにつれてイン
ジケータ１７２は更新される。
【００３５】
　追加情報または選択可能な構成要素が画面１６０上に与えられてよい。例えば、ユーザ
が、様々な走査モード、電源モードおよび表示モードを選択することができるように、そ
れぞれモードセレクタ部分１７４、電源セレクタ部分１７６および／または、視界セレク
タ部分１７８が設けられてよい。セレクタ部分１７４～１７８は選択可能な要素でよく、
また、選択された選択肢、レベルなどと関連した情報を表示してもよい。また、例えば、
プローブ図のオン／オフを選択可能な構成要素１７１が設けられてよく、ユーザは、オン
状態のとき図的表現１６２が表示され、オフ状態のとき図的表現１６２が表示されないよ
うに、オン／オフすることができる。超音波システムで知られているように、図解、テキ
ストまたは画像の任意の情報が表示され得ることに留意されたい。別の実施例として、拡
大された超音波画像１８０が、結像された対象物の特定の部分（例えばルーメン１６６の
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一部分）を示して表示されてよい。
【００３６】
　図的表現１６２は、図１４および図１５に示されるような３Ｄ画像でもよいことに留意
されたい。したがって、結像された対象物に対して超音波プローブが移動すると、表示さ
れた画像１６４に対して、特に３次元における３Ｄ図的表現に対して図的表現１６２の位
置付けおよび配向が変化する。インジケータ１７２は、超音波プローブの移動を３次元で
示すことができ、例えば、表示された画像１６４を改善するか、または特定の走査のため
に画像をよりよく配向する。また、図１０および図１１の実施形態では、皮膚ライン１６
８の代わりに皮膚面１６９が提供され得る。
【００３７】
　しかし、２Ｄまたは３Ｄあるいはそれらの組合せのいずれかに関連して様々な実施形態
が実施され得ることに留意されたい。例えば、３Ｄプローブが用いられる場合、表示器は
生またはリアルタイムの２Ｄ表示器でよい。したがって、プローブは、リアルタイムでボ
リュームを取得することができ、生のボリュームを取得するが、表示され得るのは、生ま
たはリアルタイムの２Ｄのスライスのみである。さらに、例えばスライスは、血管、針ま
たは両方を検出する結像処理アルゴリズムに基づく「理想的」スライスであり得る。プロ
ーブが３Ｄプローブであって、生またはリアルタイムの２Ｄスライスが表示されている場
合、スライスを移動しかつ回転させるのに、例えばユーザインターフェイス４２（図１に
示される）を介したユーザ制御を用いることができる。次いで、様々な実施形態が、３Ｄ
画像に対して図的表現１６２を自動的に調整する。
【００３８】
　３Ｄ取得のボリュームは、超音波システム２０（図１に示される）またはワークステー
ション、個別の処理ユニットなどのいずれかによる将来の処理のために、保存されかつア
ーカイブされ得ることにも留意されたい。そのような後処理中に、たとえ結像が生または
リアルタイムでなくても、図的表現１６２は、なお皮膚ライン１６８または皮膚面１６９
と同様に表示される。図的表現１６２はなお更新され、例えば、配向および位置は、表示
された画像に対する変化に基づいて変更される。
【００３９】
　したがって、本発明の様々な実施形態は、超音波プローブの表現を表示し、結像された
対象物に対して超音波プローブの配向および位置を図示する。具体的には、図１６に示さ
れた様々な実施形態の方法２００は、２０２で超音波画像を表示するステップを含む。例
えば、現在取得中であるかまたは取得済みの生またはリアルタイムの３Ｄボリュームは、
任意の既知の超音波表示方法を用いて表示される。その後、結像された対象物に対する超
音波プローブの配向（および位置付け）は、２０４で任意の既知の処理を用いて求められ
る。例えば、現在の走査モードおよび超音波プローブの形状（既知である）に基づいて、
結像されたボリュームに対する超音波プローブの配向および位置付けを求めることができ
る。例えば、超音波プローブの既知の形状および走査パラメータを用いて、取得された結
像されているボリュームに対する患者の皮膚上での超音波プローブの傾斜、回転および位
置が求められる。しかし、その他の配向および位置決めの手段（例えば内部または外部の
位置検出デバイス）が用いられ得ることに留意されたい。
【００４０】
　一旦結像されたボリュームに対する超音波プローブの配向および位置付けが求められる
と、超音波プローブの表現（例えば図的表現または図的画像）が、２０６で得られたボリ
ュームの画像に対して、例えば画面上に表示された皮膚ラインの上に表示されるかまたは
隣接して表示される。その後、２０８で、プローブに対する構造体の構造および相対位置
が特定される。例えば、超音波エコーを用いて、患者の内部のルーメンの相対位置を、表
示されたボリュームの一部として識別しかつ表示することができる。構造体の特定された
位置（およびボリュームの内部の求められた座標）ならびに超音波プローブの配向および
位置に基づいて、例えば１つまたは複数のインジケータを表示することにより、位置合わ
せの誘導が２１０で提供されてよい。例えば、構造体をよりよく結像するために、これら
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のインジケータは、特定された構造体の上にプローブを位置決めするように、プローブを
移動させるべき方向または配向を示してよい。超音波プローブが移動するとき、それにつ
れてインジケータが更新される。したがって、超音波プローブが所望または所要の位置お
よび／または配向に移動されたとき、これらのインジケータが消えるか、あるいは所望ま
たは所要の位置が得られたという１つのインジケータが与えられる。
【００４１】
　その後、例えば侵襲法が実行されているとき、適宜、侵襲性デバイスは２１２で識別さ
れてよい。例えば、超音波エコーを用いて、患者内部のカテーテルまたは針が識別されか
つ結像されてよい。針は、例えば、針が画像における他の要素および構造体と異なって見
えるという点で、画像に対して音響の影響を及ぼす。カテーテルまたは針の位置および配
向は、例えば、結像されたときの、結像されたボリュームの内部のカテーテルまたは針の
座標に基づいて求められる。次いで、結像されたボリュームの外部（例えば皮膚の外部）
のカテーテルまたは針の一部分は、例えばカテーテルまたは針の既知のストレート形状を
利用して、外挿法を用いて求めることができる。次いで、２１４で侵襲性デバイスが表示
される。例えば、侵襲性デバイスの実画像は皮膚ラインの下に表示され、侵襲性デバイス
の表現は皮膚ラインの上に表示される。
【００４２】
　したがって、様々な実施形態によって、ユーザは、画面上で超音波プローブの形状を見
るとき、その形状を、走査を実行するのに用いられている超音波プローブの形状に関係づ
けることができる。また、例えば対象のルーメンまたは血管が超音波プローブに対して中
心からわずかにずれている場合、対象となるルーメンまたは血管が超音波プローブの中心
の真下になくても、自動的に探し出す既知のアルゴリズムを用いて、３Ｄプローブで、そ
のルーメンまたは血管（例えば動脈または静脈）を結像することができる。しかし、侵襲
法における最適の誘導（例えば針の誘導またはカテーテルの誘導）のためには、超音波プ
ローブがルーメンまたは血管の最上部に揃っているべきである。したがって、超音波プロ
ーブの表現（例えばレンダリング）に隣接する矢印などのインジケータは、超音波プロー
ブを、前方、後方、左、または右へ移動させるか、あるいは時計回りまたは反時計回りに
回転させる必要があると、ユーザに知らせることができる。本明細書に説明されるように
、ユーザは、例えば自分の他方の手に握っている針を、皮膚の外部の図的表現および皮膚
の内部の超音波表現に関連付けることもできる。
【００４３】
　侵襲法に関して、フリーハンドの侵襲性デバイス（例えば針）の誘導を用いて、または
誘導ブラケットを用いるとき、様々な実施形態が用いられ得ることに留意されたい。針が
特定の軌道しか移動することができないように、例えば誘導ブラケットが針を保持する。
この誘導されたブラケットを用いて誘導された処置を実行するとき、超音波プローブの位
置決めおよび配向に上記の皮膚ライン可視化を用いることができる。
【００４４】
　様々なタイプおよび種類の超音波システムに関連して、様々な実施形態が実施され得る
ことにも留意されたい。例えば、図１７に示されるように、プローブ２３２を有する３Ｄ
対応の小型化された超音波画像診断システム２３０は、プローブ２３２の図的表現を表示
するように構成され得る。例えば、図１の変換器２６に関して以前に論じられたように、
プローブ２３２は、変換器素子２４の２Ｄの配列を有してよい。ユーザインターフェイス
２３４（これも一体化された表示器２３６を含んでよい）が設けられて、オペレータから
命令を受け取る。本明細書に用いられる「小型化された」は、超音波システム２３０が、
ハンドヘルドデバイスまたは手持ち式デバイスであるか、あるいは人の手、ポケット、ブ
リーフケース大の容器、またはバックパックで運搬するように構成されることを意味する
。例えば、超音波システム２３０は、例えば、奥行き約２．５インチ、幅約１４インチ、
および高さ約１２インチの寸法の一般的なラップトップコンピュータのサイズを有する手
持ち式デバイスでよい。超音波システム２３０は重さ約１０ポンドであり得て、したがっ
てオペレータによって容易に持ち運び可能である。一体化された表示器２３６（例えば内



(12) JP 2010-17556 A 2010.1.28

10

20

30

40

50

蔵表示器）も設けられ、医療用画像を表示するように構成される。
【００４５】
　超音波データは、有線または無線のネットワーク２５０（あるいは例えばシリアルもし
くはパラレルのケーブルまたはＵＳＢポートを介した直接接続）によって外部デバイス２
３８へ送られてよい。いくつかの実施形態では、外部デバイス２３８は、表示器を有する
コンピュータまたはワークステーションでよい。あるいは、外部デバイス２３８は、持ち
運び型超音波システム２３０から画像データを受け取ることができ、一体化された表示器
２３６より大きな分解能を有する画像を表示するかまたは印刷することができる個別の外
部表示器またはプリンタでよい。
【００４６】
　図１８に示された別の実施例として、持ち運び型またはポケットサイズの超音波画像診
断システム２７６が設けられてよく、プローブ２３２の図的表現を表示するように構成さ
れる。システム２７６では、表示器２４２およびユーザインターフェイス２４０は１つの
ユニットを形成する。一例として、ポケットサイズの超音波画像診断システム２７６は、
幅約２インチ、長さ約４インチ、かつ奥行き約０．５インチで重さが３オンス未満の、ポ
ケットサイズまたは手のひらサイズの超音波システムでよい。表示器２４２は、例えば３
２０×３２０画素のカラーＬＣＤ表示装置（プローブ２３２の図的表現と組み合わせて医
療用画像２９０が表示され得る）でよい。適宜、ユーザインターフェイス２４０には押し
ボタン２８２のタイプライタ状キーボード２８０が含まれてよい。様々な寸法、重さおよ
び電力消費のポケットサイズ超音波システム２７６と関連して、様々な実施形態が実施さ
れ得ることに留意されたい。
【００４７】
　多機能制御２８４は、それぞれシステム操作のモードに従って関数を割り当てられてよ
い。したがって、多機能制御２８４のそれぞれが複数の様々な動作をもたらすように構成
されてよい。必要に応じて、表示器２４２上に多機能制御２８４に関連したラベル表示領
域２８６が含まれてよい。システム２７６は、特殊用途の機能のために追加のキーおよび
／または制御２８８も有してよく、それらは、「静止」、「深度制御」、「利得制御」、
「カラーモード」、「プリント」、および「保存」を含んでよいが、これらには限定され
ない。
【００４８】
　図１９に示された別の実施例として、可動ベース２４７上に、プローブ２３２（図１８
および図１９に示される）の図的表現を表示するように構成され得るコンソールベースの
超音波画像診断システム２４５が設けられてよい。持ち運び可能な超音波画像診断システ
ム２４５は、カートベースのシステムと称されてもよい。表示器２４２およびユーザイン
ターフェイス２４０が設けられるが、表示器２４２は、ユーザインターフェイス２４０か
ら分離しているかまたは分離可能でよいことを理解されたい。ユーザインターフェイス２
４０は、適宜タッチスクリーンでよく、オペレータは、表示された図、アイコンなどに触
れることにより選択肢を選択することができる。
【００４９】
　ユーザインターフェイス２４０は、望まれたとき、または必要に応じて、かつ／または
通常設けられているとき、持ち運び可能な超音波画像診断システム２４５を制御するため
に用いられ得る制御ボタン２５２も含む。ユーザインターフェイス２４０は、ユーザが、
表示され得る超音波データおよび他のデータと相互作用するために、また、情報を入力し
、走査パラメータを設定しかつ変更するために、物理的に操作することができる複数のイ
ンターフェイス選択肢を提供する。インターフェイス選択肢は、特定入力、プログラマブ
ル入力、文脈入力などに用いられ得る。例えば、キーボード２５４およびトラックボール
２５６が設けられてよい。システム２４５は、プローブを受けるために少なくとも１つの
プローブポート１６０を有する。
【００５０】
　図２０は、コンピュータ読取可能媒体上に、本発明の実施形態が、保存され、分配され
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、かつインストールされ得る例示的やり方のブロック図である。図２０で、「アプリケー
ション」は、上記で論じられた１つまたは複数の方法および処理の操作を表す。例えば、
上記で論じられたように、アプリケーションは図１６に関連して実行される処理を表して
よい。
【００５１】
　図２０に示されるように、アプリケーションは、当初は、ソースのコンピュータ読取可
能媒体１００２上のソースコード１００１として発生され保存される。次いで、ソースコ
ード１００１は、経路１００４によって送られ、コンパイラ１００６によって処理されて
オブジェクトコード１０１０を生成する。オブジェクトコード１０１０は、経路１００８
によって送られ、１つまたは複数のアプリケーションマスタとしてマスタのコンピュータ
の読取可能媒体１０１１上に保存される。次いで、オブジェクトコード１０１０は、経路
１０１２によって示されるように多数回コピーされて製品アプリケーションのコピー１０
１３を生成し、個別製品のコンピュータ読取可能媒体１０１４上に保存される。次いで、
製品のコンピュータ読取可能媒体１０１４は、経路１０１６によって示されるように、様
々なシステム、デバイス、端末などへ送られる。図２０の実施例では、ユーザ端末１０２
０、デバイス１０２１およびシステム１０２２がハードウェアの構成機器の例として示さ
れ、これに（１０３０～１０３２に示されるように）製品のコンピュータ読取可能媒体１
０１４がアプリケーションとして組み込まれる。
【００５２】
　ソースコードは、スクリプトとして書かれてよく、あるいは任意の高水準言語または低
水準言語で書かれてよい。ソースのコンピュータ読取可能媒体１００２、マスタのコンピ
ュータ読取可能媒体１０１１、および製品のコンピュータ読取可能媒体１０１４の例は、
ＣＤＲＯＭ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリ、ＲＡＩＤドライブ、コンピュータシス
テム上のメモリなどを含むが、これらには限定されない。経路１００４、１００８、１０
１２および１０１６の例は、ネットワークパス、インターネット、ブルートゥース、ＧＳ
Ｍ、赤外線無線ローカルエリアネットワーク、ＨＩＰＥＲＬＡＮ、３Ｇ、人工衛星などを
含むが、これらには限定されない。経路１００４、１００８、１０１２および１０１６は
、２つの地理的位置間で、ソースのコンピュータ読取可能媒体１００２、マスタのコンピ
ュータ読取可能媒体１０１１、または製品のコンピュータ読取可能媒体１０１４の１つま
たは複数の物理的コピーを移送する公的運送業者または民間運送業者を表してもよい。経
路１００４、１００８、１０１２および１０１６は、１つまたは複数のプロセッサによっ
て並行して実行されるスレッドを表してよい。例えば、１つのコンピュータが、ソースコ
ード１００１、コンパイラ１００６およびオブジェクトコード１０１０を保有してよい。
複数のコンピュータが、並行動作して製品アプリケーションのコピー１０１３を生成して
よい。経路１００４、１００８、１０１２および１０１６は、州内、州間、国内、国間、
大陸内、大陸間などのものでよい。
【００５３】
　図２０に示された動作は、世界的に広く分配するやり方で実行され、その一部分だけが
米国で実行され得る。例えば、アプリケーションのソースコード１００１は、米国で書か
れ、米国でソースのコンピュータ読取可能媒体１００２上に保存されてよいが、別の国へ
移送（経路１００４に対応する）されてからコンパイル、コピーおよびインストールされ
てよい。あるいは、アプリケーションのソースコード１００１は、米国内または米国外で
書かれ、米国内に設置されたコンパイラ１００６でコンパイルされ、米国内でマスタのコ
ンピュータ読取可能媒体１０１１上に保存されてよいが、オブジェクトコード１０１０は
、別の国へ移送（経路１０１２に対応する）されてからコピーおよびインストールされて
よい。あるいは、アプリケーションのソースコード１００１およびオブジェクトコード１
０１０は、米国内または米国外で生成されてよいが、製品アプリケーションのコピー１０
１３は、（例えば段階的動作の一部として）米国内で生成されるかまたは米国へ送られて
から、米国内または米国外に設置されたユーザの端末１０２０、デバイス１０２１、およ
び／またはシステム１０２２に、アプリケーション１０３０～１０３２としてインストー
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ルされる。
【００５４】
　本明細書および特許請求の範囲の全体にわたって用いられる慣用句「コンピュータ読取
可能媒体」および「～ように構成された命令」は、ｉ）ソースのコンピュータ読取可能媒
体１００２およびソースコード１００１、ｉｉ）マスタのコンピュータ読取可能媒体およ
びオブジェクトコード１０１０、ｉｉｉ）製品のコンピュータ読取可能媒体１０１４およ
び製品アプリケーションのコピー１０１３、および／またはｉｖ）端末１０２０、デバイ
ス１０２１およびシステム１０２２中のメモリに保存されたアプリケーション１０３０～
１０３２の任意のものまたはすべてを参照するものとする。
【００５５】
　様々な実施形態および／または要素（例えばモニタすなわち表示器、あるいはその中の
要素およびコントローラ）も、１つまたは複数のコンピュータまたはプロセッサの一部と
して実施されてもよい。コンピュータまたはプロセッサは、例えばインターネットへアク
セスするための、コンピュータ機器、入力デバイス、表示装置およびインターフェイスを
含んでよい。コンピュータまたはプロセッサは、マイクロプロセッサを含んでよい。マイ
クロプロセッサは、通信バスに接続されてよい。コンピュータまたはプロセッサは、メモ
リも含んでよい。メモリは、読み書き可能メモリ（ＲＡＭ）および読出し専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）を含んでよい。コンピュータまたはプロセッサは、記憶装置（ハードディスクドラ
イブまたはフロッピー（登録商標）ディスクドライブ、光ディスクドライブなどのリムー
バブル記憶装置ドライブ）をさらに含んでよい。記憶装置は、コンピュータまたはプロセ
ッサにコンピュータプログラムまたは他の命令をロードするための他の類似の手段でもよ
い。
【００５６】
　本明細書で用いられるように、用語「コンピュータ」は、マイクロコントローラを用い
るシステム、縮小命令型コンピュータ（ＲＩＳＣ）、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、ロ
ジック回路、および本明細書に記述された機能を実行することができる他の回路またはプ
ロセッサを含む、あらゆるプロセッサベースまたはマイクロプロセッサベースのシステム
を含んでよい。上記の例は単なる例示であり、したがって、用語「コンピュータ」の定義
および／または意味を限定するようには少しも意図されていない。
【００５７】
　コンピュータまたはプロセッサは、入力データを処理するために、１つまたは複数の記
憶要素に保存された１組の命令を実行する。記憶要素は、望まれたとき、または必要に応
じて、データまたは他の情報を保存してもよい。記憶要素は、処理機の内部の情報源また
は物理的記憶要素の形であってよい。
【００５８】
　命令の組は、コンピュータまたはプロセッサに、処理機として本発明の様々な実施形態
の方法および処理などの特定動作を実行するように命じる様々な命令を含んでよい。命令
の組は、ソフトウェアプログラムの形であってよい。ソフトウェアは、システムのソフト
ウェアまたはアプリケーションソフトウェアなどの様々な形式であってよい。さらに、ソ
フトウェアは、個別のプログラムの集合、より大きなプログラムの内部のプログラムモジ
ュールまたはプログラムモジュールの一部分の形であってよい。ソフトウェアは、オブジ
ェクト指向プログラムの形でモジュラプログラミングも含んでよい。処理機による入力デ
ータの処理は、ユーザの命令に応答するもの、先の処理の結果に応答するもの、または別
の処理機によってなされた要求に応答するものでよい。
【００５９】
　本明細書で用いられる「ソフトウェア」、「ファームウェア」という用語は互換性があ
り、ＲＡＭメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリおよび不揮発
性ＲＡＭ（ＮＶＲＡＭ）メモリを含むメモリに、コンピュータで実行するために保存され
たあらゆるコンピュータプログラムを含む。上記のメモリタイプは単なる例示であり、し
たがってコンピュータプログラムの記憶域として使用可能なメモリのタイプを限定するも
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のではない。
【００６０】
　上記の説明は、例示であって限定するためのものでないように意図されていることを理
解されたい。例えば、前述の実施形態（および／またはその態様）は互いに組み合わせて
用いられ得る。さらに、本発明の教示に対して特定の状況または材料を適応させるために
、本発明の範囲から逸脱することなく多くの変更形態が作製され得る。本明細書に記述さ
れた寸法および材料のタイプは、本発明のパラメータを規定するように意図されているが
、それらは少しでも限定するものではなく例示的実施形態である。上記説明を再検討すれ
ば、当業者には他の多くの実施形態が明白になるはずである。したがって、本発明の範囲
は、添付の特許請求の範囲を参照しながら、そのような特許請求の範囲が権利を与えられ
る等価物の全範囲と共に決定されるべきである。添付の諸請求項では、用語「含む」およ
び「そこでは」は、それぞれ平易な英語の用語「備える」および「ここで」に相当するも
のとして用いられる。さらに、以下の諸請求項では、用語「第１の」、「第２の」および
「第３の」などは、単に表示として用いられ、それらの対象に数の要件を課するようには
意図されていない。さらに、以下の諸請求項の限定事項は、手段プラス機能の書式で書か
れておらず、また、さらなる構成のない機能の記述が続く慣用句「ための手段」を明確に
用いないとき、および明確に用いるまで、そのような請求項の限定事項が米国特許法第１
１２条第６パラグラフに基づいて解釈されるようには意図されていない。
【００６１】
　この書かれた説明は、最善の様式を含んで本発明を開示するために、また、あらゆる当
業者が、あらゆるデバイスまたはシステムを製作し用いることならびにあらゆる具体化さ
れた方法を実行すること含んで本発明を実施することも可能にするために、実施例を用い
る。本発明が特許権を受けられる範囲は、特許請求の範囲によって規定され、当業者に想
起される他の実施例を含み得る。そのような他の実施例は、それらが特許請求の範囲の文
字どおりの言葉と異ならない構造要素を有する場合、またはそれらが特許請求の範囲の文
字どおりの言葉との実質のない相違点を有する同等な構造要素を含む場合には、特許請求
の範囲に入るように意図されている。
【符号の説明】
【００６２】
　２０　超音波システム
　２２　送信器
　２４　要素
　２６　変換器
　２８　受信器
　３０　ビームフォーマ
　３２　ＲＦプロセッサ
　３４　メモリ
　３６　プロセッサモジュール
　３８　表示器
　４０　画像メモリ
　４２　ユーザインターフェイス
　５０　ローカルの超音波コントローラ
　５２　サブモジュール
　５４　ドップラーサブモジュール
　５６　モードサブモジュール
　５８　ドップラーサブモジュール
　６０　モードサブモジュール
　６２　サブモジュール
　７０　超音波データ
　７２　カラーフローデータ
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　７４　パワードップラーデータ
　７６　Ｂモードデータ
　７８　スペクトルドップラーデータ
　８０　Ｍモードデータ
　８２　ティッシュドップラーデータ
　９０　メモリ
　９２　変換器サブモジュール
　９３　超音波画像フレーム
　９４　プロセッササブモジュール
　９６　バス
　９８　モード画像フレーム
　１００　プロセッササブモジュール
　１０２　可視化サブモジュール
　１１０　超音波プローブ
　１１２　部分
　１１４　握り
　１１６　全体的に平面状の別の部分
　１２０　超音波プローブ
　１２２　窪んだ部分
　１２４　領域
　１２６　後部または上部
　１２８　握り
　１３０　超音波プローブ
　１３２　不均一な部分
　１３４　全体的に平面状の部分
　１３６　部分
　１３８　部分
　１４０　超音波プローブ
　１４２　凹部
　１４４　凸部
　１４６　握り
　１５０　超音波プローブ
　１５２　前端
　１５４　後端
　１５６　握り
　１５７　超音波プローブ
　１５９　押しボタン
　１６０　画面
　１６１　押しボタン
　１６２　図的表現
　１６４　超音波画像
　１６６　ルーメン
　１６８　皮膚ライン
　１６９　皮膚面
　１７０　侵襲性対象物
　１７１　選択可能な構成要素
　１７２　インジケータ
　１７４　セレクタ部分
　１７８　セレクタ部分
　１８０　超音波画像
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　２００　方法
　２０２　超音波画像
　２３２　プローブ
　２３４　ユーザインターフェイス
　２３６　一体化された表示器
　２３８　外部デバイス
　２４０　ユーザインターフェイス
　２４２　表示器
　２４５　可搬型超音波画像診断システム
　２４７　可動ベース
　２５０　有線または無線のネットワーク
　２５２　制御ボタン
　２５４　キーボード
　２５６　トラックボール
　２７６　ポケットサイズの超音波画像診断システム
　２８０　タイプライタ状キーボード
　２８２　押しボタン
　２８４　多機能制御
　２８６　ラベル表示領域
　２８８　制御
　２９０　医療用画像
　１００１　ソースコード
　１００２　ソースのコンピュータ読取可能媒体
　１００４　経路
　１００６　コンパイラ
　１００８　経路
　１０１０　オブジェクトコード
　１０１１　読取可能媒体
　１０１２　経路
　１０１３　製品アプリケーションのコピー
　１０１４　製品のコンピュータ読取可能媒体
　１０１６　経路
　１０２０　ユーザ端末
　１０２１　デバイス
　１０２２　システム
　１０３０　アプリケーション
　１０３２　アプリケーション
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